
「建設技術フェア２０２１ｉｎ中部」が開催されました
中部地方整備局

 今回で２５回目となります「建設技術フェア２０２１in中部」は、『建設現場のＤＸが未来を創る』をコンセプトに、
令和３年１２月１４日・１５日の両日に渡り、吹上ホール（名古屋市千種区）において開催し、１４，０５４人と多く
の方にご来場いただきました。（新型コロナウイルスの影響により当初予定していました時期から２ヶ月延期し開催しました。）

 中部技術事務所では、災害対策用機械の屋外展示、事業紹介ブースのほか、ＮＥＴＩＳ相談コーナーを設置し、相談者
の方に新技術登録に関する説明など実施しました。
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■名 称 ： 建設技術フェア202１ｉｎ中部
■開催期間 ： 令和３年１２月１４日（火）・１５日（水）
■会 場 ： 吹上ホール（名古屋市中小企業振興会館）
■主 催 ： 国土交通省中部地方整備局・名古屋国際見本市委員会・

（公財）名古屋産業振興公社・（一社）中部地域づくり協会・
（公社）土木学会中部支部

■展示規模 ： ２５４社・団体
■コンセプト： 建設現場のＤＸが未来を創る
■来場者数 ： １4,０54人


